
・地表面に降り積もった放射性物質は，その後，土壌や河川等への移行が起こる。
・そこで、今後の放射性物質の蓄積量の変化を予測するためには、①土壌，②地下水，③河川水 における放射性物質の移行状
況および樹木や土壌からの巻き上げ量の確認が必要。
・そのため，本調査では，

・放射性核種の陸域の水・土壌の鉛直浸透，河川への流入量の連続，もしくは高頻度モニタリング
・森林を含む様々な土地利用からの放射性核種の再飛散量の測定

といった調査を実施する。
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１. 気象観測タワー，ダストコレクターを小学校校庭（地図①）に1台設置する。

２．巻き上げ量を測定するために，ハイボリウムサンプラー３台，ローボリウ
ムサンプラー５台を，畑地，針葉樹森林内⑦，広葉樹林内，水田に設置し、
沈積した放射性物質の巻き上げと気象要素との関連について、調査を行う。
雨量計を流域全体に配置し降雨を観測する。また、単木スケールでの樹木
から，土壌への放射性核種の移行を測定。
３．.土壌侵食プロット⑥，⑧，⑩，⑪で放射性核種の移動を観測。また，⑥，

⑪地点に井戸を掘削し，土壌水分から地下水への移行をモニタリングする。
４．渓流水の浮遊砂流出量を濁度計と浮遊砂サンプラー用い、口太川上流
の渓流④から下流の安達太良川河口付近まで６地点でのモニタリングを行う。
５. 水田プロット③にて，耕作手法の違いや耕作のタイミングの違いによる流
出土砂内の放射性核種の移行を調査する。
６. １～５の測定結果より，汚染物質の滞留状況や汚染状況についての適
切なマッピング作業を行なう。土砂とともに流域内を移動する放射性核種の
量について、土砂流出解析を用いて推定する。
７. 放射性物質が、どのような化学形態で土壌に沈着し、その後土壌中でど
のように挙動をしたか、また河川へどのような形態で流出するかを調べる。
実際の土壌や河川中の浮遊砂の核種分析から、セシウムやヨウ素の分布を
調べると共に、選択的抽出法やモデル実験を組み合わせて化学形態を推定
し、土壌や浮遊砂中の分布状態との比較を行う。



下方浸透

地下水観測井戸 ｘ2セット

Cs-134,137, I-131放射性核種
の存在量，下方浸透の実態把
握

土壌侵食にともなう放射性核種の
土壌側方移動の定量化

森林から土壌への放射性核種の移行の実態解明

土壌から河川，湖沼，河川から海洋へ
の放射性核種負荷量の算出
Cs-134,137（筑波大） (広大）

ポータブルゲルマニウム検出器に野外での核種量測定土壌水
3深度
x2

広域土壌マッピングのためのAir-Borne 
センサー校正のために利用

流出土砂・流出水の測
定

スクレーパープレートによる5mm
間隔でのまでの核種存在量測定

斜面プロットによる侵
食土砂量観測（5カ所）
・牧草地 2カ所
・畑地 2カ所
・水田 1カ所
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筑波大筑波大

広島大広島大

水の放射性核種の
超高精度測定

気象研気象研

筑波大・東工大筑波大・東工大

森林・土壌か
らの巻き上げ
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調査対象：地域と進捗状況
⑪井戸掘削中,7月上旬完成

土壌侵食プロット来週中完成
流量観測，土壌水観測設置済③水田；田植え済み，表土はがし

た水田，通常耕作の水田において
流出土砂中の浮遊砂採集，濁度計
測

⑩土壌侵食プロット作成中：来週中完成

⑧土壌侵食プロット予定地：来週中完成
巻き上げ微粒子採集：来週

①気象，巻き上げ観測装置設置済，タワーほぼ完成
巻き上げ微粒子観測は，来週末より

⑦針葉樹タワー２カ所ほぼ完成。土壌水採水装置完成
巻き上げ微粒子観測は，来週末より

雨量計・濁度計
４カ所設置済：阿武隈本川は来週末

⑥井戸掘削中：7月上旬完成

土壌侵食プロット来週中完成
流量観測，土壌水観測設置済

④流量観測装置完成，週１回の採水




